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幼稚園における食育実践プログラムの
教育効果の検討
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An Examination of the Educational Effects
of Practical Food Education Programs in Kindergartens
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【要 旨】
本研究は、別府大学短期大学部食物栄養科学生が主体となり、別府大学附属幼稚園の園

児を対象にして実施した食育実践プログラム「もぐハピこどもキッチン」の内容について、
参加した幼稚園教諭と学生からアンケート調査票による回答を得て、教育効果の検討を行
うことを目的とした。令和５年４月～令和５年８月までに実施した前期プラグラムの内容
について、参加しアンケート調査の研究利用に同意した幼稚園教諭６名、食物栄養科２年
生５１名を解析対象とした。園児に対する食育実践の評価（幼稚園教諭の評価）では、園児
の関心度、参加態度が良い評価であり園児が食育の内容に興味・関心を持ち積極的に参加
したことがわかり、ねらいと到達目標は概ね達成したことが伺えた。また、各年齢児の発
達段階に対応した食育の内容であることもわかった。保護者への資料提供による食育支援
の内容も概ね良好な評価が得られた。学生自身の食育実践力の自己評価では、以前と比較
して幼児期の各年齢の成長・発達に応じた食事と食習慣の形成に関する基礎的な内容の理
解、食に関する内容を園児にわかりやすく伝える力、園児に対する主体的な食育実践力に
ついて向上したことが示唆された。
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１．はじめに

本科で栄養士を目指す学生たちの就職先とし
て高い割合を占めるのが保育・教育施設の栄養
士であるが、卒業生からの意見を聴取すると、
就職後に困ったこととして「子どもたちに具体

的にどのように食育を実践したらよいかわから
ない。」という意見が聞かれた。このような卒
業生からの意見を受けて、本科の教育課程にお
いて、園児に対する食育を取り入れ、実践力を
高める教育内容を設ける必要があると考えられ
た。
そこで、これまで別府大学附属幼稚園からの
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依頼を受けて管理栄養士教員が主体となり実施
していた食育活動（４歳児のさつまいもおやつ
づくり、５歳児のみそづくり）に新たな食育の
内容を加えて、授業の一環で学生が主体となり
食育実践に取り組めるように再編成した。令和
４年度より別府大学附属幼稚園の協力を得て、
３歳児、４歳児、５歳児の園児を対象にした食
育実践プログラムを「もぐハピこどもキッチン」
と名付け、食育活動を実践した。園児に対する

食育実践だけでなく、家庭でも園で実施した食
育内容を繰り返し実践できるような資料提供を
行い、家庭における食育の支援を行った。
食育実践プログラムのねらいは、①幼児期に

食育で育みたい資質・能力を養うこと、②幼稚
園における食育を家庭につなぎ食育を支援する
こと、③栄養士を目指す学生の食育実践力を向
上させることにある（図１）。
ねらい①に対応する「園児の到達目標」の設

図１ 食育実践プログラム「もぐハピこどもキッチン」のねらいと内容
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定には、幼稚園教育要領１）に示す５領域「健康」
における「ねらい及び内容」を参考にした。平
成３０（２０１８）年度に改訂された幼稚園教育要領
には、幼稚園における食育についてその充実が
記載されており、具体的には５領域「健康」に
おいて、ねらいを達成するために指導する内容
として「先生や友達と食べることを楽しみ、食
べ物への興味や関心をもつ」とされている。ま
た、幼児の発達を踏まえた指導を行うにあたっ
て留意すべき事項として、「健康な心と体を育
てるためには食育を通じた望ましい食習慣の形
成が大切であることを踏まえ、幼児の食生活の
実情に配慮し、和やかな雰囲気の中で教師や他
の幼児と食べる喜びや楽しさを味わったり、
様々な食べ物への興味や関心をもったりするな
どし、食の大切さに気付き、進んで食べようと
する気持ちが育つようにすること」とされてい
る。これらの内容が網羅できるように、ねらい
①の到達目標は、１．先生や友達と食べる喜び
や楽しさを味わうことができる、２．食べもの
への興味や関心を持つことができる、３．食の
大切さに気づき、進んで食べようとする気持ち
を育むことができる、の３つを設定した。
本プログラムの内容は、図１に示す通り、３

歳児でおにぎりづくりと、食事のマナー（食事
の挨拶）、４歳児で食事のマナー（箸の持ち方）
とさつまいもおやつづくり、５歳児でみそづく
りをテーマにして食育を実践した。各年齢児の
食育実践で「食育で育みたい資質・能力」につ
いては、保育所における食育に関する指針では
あるが、厚生労働省の「楽しく食べる子ども
に～保育所における食育に関する指針～」（平
成１６年３月２９日）２）を参考にした。この指針で
は３歳以上児の食育の内容については、食と子
どもの発達の観点から、「食と健康」「食と人間
関係」「食と文化」「いのちの育ちと食」「料理
と食」の５項目（以下食育の５項目）について、
そのねらいと内容が示されている。各年齢児の
プログラムにおいて、食育で育みたい資質・能
力を食育の５項目から選択して設定し、３歳児
から５歳児までの３年間の食育活動を通して食
育の５項目すべてが修得できるようにした。

ねらい②に対応する「保護者への資料提供」
については、１．保護者に対して、園児が食育
実践で取り組んだ内容を資料で提供する、２．
家庭で繰り返し実践できるような資料を提供す
ることを目標にした。
ねらい③に対応する「学生の到達目標」は、

１．幼児期の各年齢の成長・発達に応じた食事
と食習慣の形成について基礎的な内容を理解で
きる、２．幼児期の食育の重要性を理解し、食
に関する内容を園児にわかりやすく伝えること
ができる、３．園児に対する食育実践力を向上
させることができる、の３つを設定し、学生に
修得してほしい資質・能力（知識・技能、思考
力・判断力・表現力、学びに向かう力・人間
性）を定めた。
本研究では、各年齢児で実施した食育実践プ

ログラムの内容について、ねらい①②に対応す
る到達目標の評価として、園児と一緒に参加し
たクラスを担当する幼稚園教諭を対象に、ま
た、ねらい③に対応する到達目標の評価として
参加した学生を対象にしてアンケート調査票に
よる回答を得て、効果的な食育の実践方法の検
討に役立てるとともに、学生の食育実践力を高
めるための教育効果の検討を行うことを目的と
した。なお、本食育実践プログラムは年間を通
したプログラムではあるが、食物栄養科２年生
全員が参加する「前期プログラム」の内容につ
いて調査研究を行った。

２．方法

（１）対象
調査対象は、食育実践プログラムのうち令和

５年４月～令和５年８月までに実施した前期プ
ラグラムの内容について、参加した園児のクラ
ス担任（幼稚園教諭）３歳児クラス（もも組、
うめ組）２名、４歳児クラス（たんぽぽ組、す
みれ組）２名、５歳児クラス（ふじ組、あじさ
い組）２名の合計６名と、食物栄養科２年生５１
名とした。上記の対象者においてアンケートに
回答した者のうち、アンケートデータの研究利
用に同意した者（幼稚園教諭６名、食物栄養科
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２年生５１名）を解析対象とした。

（２）食育実践プログラムの実施内容
別府大学短期大学部食物栄養科２年生５１名

が、別府大学附属幼稚園の３歳児（もも組１７名、
うめ組１７名）、４歳児（たんぽぽ組１９名、すみ
れ組１８名）、５歳児（ふじ組１９名、あじさい組

１９名）の園児を対象にした食育実践プログラム
「もぐハピこどもキッチン」を実施した。前期
開講科目である応用栄養学実習および調理実習
Ⅱの授業の一環で本プログラムの前期内容を実
施した。前期食育実践プログラムのテーマ、食
育実践の内容、保護者への資料提供について表
１に示した。

テーマ 食育実践の内容 保護者への資料提供

３歳児 おにぎりづくり

おにぎりづくりの紙芝居や食育パネルを用いた食育実践
①おにぎりを題材にした紙芝居の読み聞かせ
②おにぎりの握り方をパネルで説明
③おにぎりの具材のクイズ
④おにぎりづくりの指導

①園児配布用「おにぎりメダ
ル」の持ち帰り

４歳児 食事のマナー
（箸の使い方）

おはしの持ち方、使い方を楽しく学べる食育実践
①パネルと大きいおはしを使って説明
②オリジナル教材を使いながら練習
③おはしを題材にした紙芝居の読み聞かせ

①子どもが持ち帰る「練習用
ワークシート」の活用
②園での当日の実践内容を紹
介するおたよりを配付

５歳児 みそづくり

みそづくり食育パネルを用いた食育実践
①大豆が畑で育ち収穫されるまでの過程をパネルで説明
②大豆からできた食べものをパネルで紹介
③みその作り方をパネルで説明
④みそづくりの指導

①おうちでかんたん「みそづ
くり」レシピの提供
②振り返り資料「みそづくり
のなぞなぞあそび」の配付

表１ 前期食育実践プログラムの概要

表２ 幼稚園教諭のアンケート調査票 表３ 学生のアンケート調査票
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項目 選択肢 ３歳児 ４歳児 ５歳児

園児の関心度

①関心を持った １ ２ ２

②どちらともいえない １ ０ ０

③関心を持たなかった ０ ０ ０

園児の参加態度

①積極的であった ２ ２ ２

②どちらともいえない ０ ０ ０

③積極的ではなかった ０ ０ ０

食育の内容が園児
の発達段階と適合
していたかどうか

①適している ２ ２ ２

②どちらともいえない ０ ０ ０

③適していない ０ ０ ０

園児が食育活動を
体験して、以前よ
り食べ物に関して
興味・関心を持つ
ようになったか

①持つようになった ０ １ ０

②少し持つようになった ２ １ ０

③今までと変わらない ０ ０ ２

表４ 園児に対する食育実践の評価 （件）（３）調査内容
アンケート調査の実施時期は、前期授業終了

後の８月とした。
幼稚園教諭を対象とするアンケート調査は、

無記名式（園児のクラス年齢のみ記入）にて実
施し、園児に対する食育実践の評価に関して、
園児の関心度、園児の参加態度、食育の内容が
園児の発達段階に対応しているか、園児の食に
関する興味・関心度について調査を行い（表
２）、結果を回答数で表した。自由記述では良
かった点と課題・提案について回答を得た。
また、食物栄養科２年生を対象とするアン

ケート調査は、無記名式（ナンバリング）にて
実施し、学生自身の評価（食育実践力の自己評
価）に関して、３つの評価の観点（知識・技能、
思考力・判断力・表現力、学びに向かう力・人
間性）について、２年生４月（前期開講時）を
ゼロ（０）としたときの伸長度を４段階（０：
以前と変わらない、４：大変よく伸びた）で評
価する内容とし（表３）、結果は平均値±標準
偏差で求めた。
また、それぞれの調査において、食育の内容

で良かった点、難しかった点、課題・提案を自
由記述で回答を得た。学生から得られた自由記
述の回答内容の分析には、計量テキスト分析ソ
フトであるKH Coder を使用した３）４）。自由記
述内に含まれるすべての語について、出現回数
を分析後、共起ネットワークを分析して自由記
述内にある単語の共起性を確認した。

（４）倫理的配慮
本研究は、別府大学・別府大学短期大学部研

究倫理審査委員会による承認（２０２２―７）を受け
て実施した。

３．結果

（１）園児に対する食育実践の評価（幼稚園教
諭の評価）

園児の関心度、園児の参加態度、食事内容
（発達段階との適合）、食育の効果について表
４に示した。

園児の関心度は、３歳児クラスでは「関心を
持った」と回答したクラスが１件、「どちらと
もいえない」と回答したクラスが１件であった。
４歳児と５歳児クラスでは「関心を持った」が
それぞれ２件ずつであり、全クラスが関心を
持ったことがわかった。
園児の参加態度は、３歳児、４歳児、５歳児

クラスで「積極的であった」の回答がそれぞれ
２件ずつであり、全年齢・クラスで園児が積極
的に参加したことがわかった。
食育の内容が園児の発達段階と適合していた

かどうかの結果は、３歳児、４歳児、５歳児ク
ラスで「適している」の回答がそれぞれ２件ず
つであり、全年齢・クラスで園児の発達段階に
適合した食育の内容であったことがわかった。
園児が食育活動を体験して、以前より食べ物

に関して興味・関心を持つようになったかの結
果は、３歳児クラスでは「少し持つようになっ
た」が２件、４歳児クラスでは「持つようになっ
た」が１件、「少し持つようになった」が１件
であった。５歳児クラスでは「今までと変わら
ない」が２件であった。前期１回ずつの食育実
践では、食べ物に関する興味・関心を持たせる
ことは難しいことがわかった。



別府大学短期大学部紀要 第４４号（２０２５）

― ６ ―

評価の観点 評価内容 平均 標準偏差

知識・技能

問１．以前より、幼児期の食
事の重要性、栄養バランス、
食文化等について基礎的な理
解を図れるようになりました
か？

２．６９０．６５

問２．以前より、各年齢の成
長・発達に応じた食育に関す
る知識・技術を身につけたと
思いますか？

２．１００．８５

思考力・判断
力・表現力

問３．以前より、食育教材を
用いて、各年齢に応じた説明
の方法を考えることができる
ようになりましたか？

２．１２０．９３

問４．以前より、食育教材を
用いて、園児にわかりやすく
伝えることができるようにな
りましたか？

２．５７１．０４

学びに向かう
力・人間性

問５．以前より、他者と協働
しながら、主体的に食育を実
践することができるようにな
りましたか？

２．７１０．８６

表６ 学生の食育実践力の伸長度 （n＝５１）

（２）幼稚園教諭のコメント（自由記述）
幼稚園教諭の自由記述で得られた良かった点

と、課題・提案の主なコメントについて表５に
示した。良かった点について、テーマで取り上
げる内容、手作りの玩具や紙芝居、パネル等の
説明内容、学生の園児に対する説明の仕方や子
どもに対する接し方、保護者への資料提供につ
いて高評価が得られた。
また、課題と提案については、頑張った子ど

もたちにご褒美として提供したメダルの構造上
の改善点や、おにぎりを盛り付ける食器の改善
点に関するコメントがあった。

（３）食育実践力の評価（学生の自己評価）
学生の食育実践力の伸長度について表６に示

した。問１～問５までのすべての設問に対して
平均値が２を超えており、食育実践力が向上し
たことが伺えた。特に、問１、問４、問５の平
均値が高い評価を得た（２．６９、２．５７、２．７１）。
以前と比べると幼児期の食事の重要性、栄養バ
ランス、食文化等について基礎的な理解、食育
教材を用いて、園児にわかりやすく伝える力、
他者と協働しながら主体的に食育を実践する力
の修得ができたようであった。
問２と問３の設問に対する平均値は２を超え

ていたものの低めの評価であった（２．１０、
２．１２）。各年齢の成長・発達に応じた食育に関
する知識・技術、各年齢に応じた説明の方法を
考える力の修得について、難しさを感じる学生
が多かったことが推測できた。

（４）学生の良かった点に関する主なコメント
学生の「良かった点」に関する主なコメント

を表７に示した。知識・技能に関する評価コメ
ントでは、「園児に教えるために、自分自身が
改めて勉強する機会になり理解できた。」「園児
と交流して食育について学ぶことができ、自分
の力になった。」など、園児に教えることをきっ

主なコメント

良かった点

「おにぎり」という身近な食べもの、大
体の子が好きな食べもので興味を持ちや
すかった。

子どもが興味を持って取り組むことがで
きるように玩具や紙芝居を用いてわかり
やすく指導してくださったことで、子ど
もたちも興味を持ち箸を正しく使おうと
意識することができた。

４歳の発達段階に適した内容で、普段な
かなか細かく指導できていなかったの
で、とても勉強になった。

保護者向けの手紙で、家庭と園で正しい
お箸の持ち方が学べとても良い機会と
なった。

子どもたちがわかりやすいように、紙芝
居で説明してくれたので、より関心を持
ちやすかった。

１人の子に対して、学生さんが１～２人
でサポートしてくれたので、子どもが
「出来た！」と成功体験となった。

学生さんたちも優しくわかりやすく接し
てくれたので、子どもたちも安心して参
加していたように感じた。

課題・提案

最後にもらったメダルをとても喜んでい
たが、リボンが外れたり、パーツが壊れ
たりして泣いていたので、丈夫に作って
いただけたらありがたい。

子どもが「できたよ～」とおにぎりを見
せたくなって持ち運ぶので、おにぎりを
入れるお皿が紙皿で、軟らかくておにぎ
りが落ちそうで怖かった。固い入れ物や
パックなどでも良い。

表５ 幼稚園教諭のコメント
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評価の観点 主なコメント

知識・技能

食育について知識を身につけられ
て、楽しく活動できた。

園児に教えるために、自分自身が
改めて勉強する機会になり理解で
きた。

園児と交流して食育について学ぶ
ことができ、自分の力になった。

子どもと触れ合いつつ、お互いが
勉強する形でとても良いと思う。

実際に子どもに接することで、授
業ではわからなかった事が理解で
きた。

思考力・判断力・
表現力

各年齢にあった接し方や説明の仕
方などを学ぶことができた。

実際に園児に食育することで、話
し方や雰囲気作りなどを経験出来
て良かった。

表７ 学生の良かった点に関する主なコメント

思考力・判断力・
表現力

実際に園児を触れ合うことがで
き、園児への話し方、言葉づか
い、言葉選びを学び、実践できた
のがとても良かった。

ただ話をするだけでなく、子ども
たちが実際に触ったり、見たりす
ることで食に興味を持ってもらえ
ることがわかった。

子どもの立場に立って、どう教え
たら伝わりやすいかを自分なりに
工夫して幼児に楽しんでもらえた
こと。

学びに向かう力・
人間性

園児とコミュニケーションを取り
ながら、食育を実践できた。

園児の前で食育媒体を使って発表
することで、自分自身も積極的に
発言できるようになり、食育の力
が身について良かった。

この活動を通して、人前で発表す
ることができるようになり、自分
の苦手な部分を克服できた。

班のメンバーやクラスメイトとの
協同作業ができたこと。

子どもの反応を見ることができ、
嬉しそうな反応や楽しそうな様子
を自分の目で見れたこと。

抽出語 品詞 出現
回数 抽出語 品詞 出現

回数

できる 動詞Ｂ ３１ コミュニケーション 名詞 ４

子ども 名詞 ２１ 関わる 動詞 ４

園児 名詞 １７ 持つ 動詞 ４

する 動詞Ｂ １３ 実践 サ変名詞 ４

食育 タグ １１ 身 名詞Ｃ ４

実際 副詞 １０ 年齢 名詞 ４

良い 形容詞
（非自立） １０ かかわる 動詞Ｂ ３

学ぶ 動詞 ８ つく 動詞Ｂ ３

自分 名詞 ８ とても 副詞Ｂ ３

触れ合う 動詞 ７ 楽しむ 動詞 ３

良い 形容詞 ７ 機会 名詞 ３

ない 否定助動詞 ６ 教える 動詞 ３

なる 動詞Ｂ ６ 見る 動詞 ３

楽しい 形容詞 ６ 自身 名詞 ３

接す 動詞 ６ 接する 動詞 ３

わかる 動詞Ｂ ５ 説明 サ変名詞 ３

活動 サ変名詞 ５ 体験 サ変名詞 ３

反応 サ変名詞 ５ 伝わる 動詞 ３

箸 名詞Ｃ ３

表８ 学生自由記述（良かった点）の頻出語

※頻出回数３回以上

かけに、自身がこれまでの学んだことを振り返
り理解が深まったことがわかった。
思考力・判断力・考察力に関する評価コメン

トでは、園児に対する話し方、言葉遣い、言葉
選びについて学ぶことができたとのコメントが
多かった。
学びに向かう力・人間性に関する評価コメン

トでは、「園児とコミュニケーションを取りな
がら実践できた。」「積極的に発言できるように
なった。」「人前で発表できて苦手部分を克服で
きた。」「メンバーと協同作業ができた。」「子ど
もの嬉しそうな反応や楽しそうな様子を見られ
た。」などのコメントが見られた。
「良かった点」の自由記述内で含まれるすべ

ての語について、KH Coder により分析した結
果、総抽出語数８７０語、抽出文数４５文であり、
語句の出現回数は、「できる」「子ども」「園児」
「する」「食育」「実際」「良い」「学ぶ」「自分」
などが多く確認された（表８）。また、共起ネッ
トワーク図の結果より、出現回数が多く、共起
関係が強いものを抽出すると、１つ目は「子ど
も」「実際」「接する」、２つ目は「園児」「食育」
「学ぶ」、３つ目は「触れ合う」「良い」「機会」、
４つ目は「自分」「自身」「箸」、５つ目は「活
動」「楽しい」、６つ目は「伝わる」「楽しむ」
の関係性が強かった（図２）。
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（５）学生の難しかった点に関する主なコメン
ト

学生の「難しかった点」に関する主なコメン
トを表９に示した。思考力・判断力・考察力に
関する評価コメントでは、「園児への接し方や
話し方が理解できておらず難しかった。」「学年
に合わせた媒体の説明や伝え方が難しかった。」
「子どもにどのような伝え方をしたら理解して
くれるのか考えるのに時間がかかった。」など
のコメントが多かった。
学びに向かう力・人間性に関する評価コメン

トでは、活動中に騒いでいる子どもに対する声
掛けや、子どもの反応が無かったときの対応な
どが難しかったとの回答が見られた。
「難しかった点」の自由記述内で含まれるす

べての語について、KH Coder により分析した
結果、総抽出語数５０２語、抽出文数３０文であり、
語句の出現回数は、「難しい」「する」「わかる」
「子ども」「伝える」「園児」「やすい」「言葉」
「ない」「説明」などが多く確認された（表１０）。
また、共起ネットワーク図の結果より、出現回
数が多く、共起関係が強いものを抽出すると、
１つ目は「難しい」「子ども」「伝える」「言葉」、

評価の観点 主なコメント

思考力・判断力・
表現力

園児への接し方や話し方が理解で
きておらず難しかった。

子どもの年齢によって接し方が異
なるので、学年に合わせた媒体の
説明や伝え方が難しかった。

難しい言葉は伝わらないので、ど
うしたらわかりやすく大事なこと
が伝えられるのかが難しかった。

子どもの言葉遣いや集中力や性格
に大きな差があり、一人ひとりに
合わせて指導することが難しかっ
た。

子どもにどのような伝え方をした
ら理解してくれるのか考えるのに
時間がかかった。

学びに向かう力・
人間性

活動中に騒いでいる子どもにどの
ように声掛けしたら良いかわから
ず難しかった。

子どもの反応が無かったときは、
それ相応の判断をもって導かない
と難しいと思う。

好奇心旺盛な子どもが色々なこと
に興味を持ちすぎて活動に集中で
きないときの対応がわからなかっ
た。

園児の対応や、どうしたら興味を
持ってくれるかが難しかった。

図２ 学生自由記述（良かった点）共起ネットワーク

表９ 学生の難しかった点に関する主なコメント
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抽出語 品詞 出現
回数 抽出語 品詞 出現

回数

難しい 形容詞 ２３ 説明 サ変名詞 ６

する 動詞Ｂ １２ できる 動詞Ｂ ５

わかる 動詞Ｂ １１ どう 副詞Ｂ ４

子ども 名詞 １１ 合わせる 動詞 ４

伝える 動詞 １０ 接す 動詞 ４

園児 名詞 ９ 年齢 名詞 ４

やすい 形容詞（非自立） ８ 理解 サ変名詞 ４

言葉 名詞 ７ 伝わる 動詞 ３

ない 否定助動詞 ６ 話す 動詞 ３

表１０ 学生自由記述（難しかった点）の頻出語

※頻出回数３回以上

２つ目は「年齢」「合わせる」「説明」、３つ目
は「伝わる」「話す」の関係性が強かった（図
３）。

（６）学生の課題・提案に関する主なコメント
課題・提案に関するコメントは少なかった

が、「これからも人前で何かを積極的にするこ
とを頑張りたい。」「子どもとの接し方を勉強し
たい。」「子どもとの触れ合い（軽い遊び等）も
実施すると良いと思う。」「グループワークで
は、みんながまんべんなく活動に取り組めるよ

うにしてもらいたい。」「もう少し時間が欲し
かった。」などの自身の取り組む姿勢、改善点
や今後の提案に関するコメントが見られた。

４．考察およびまとめ

本食育実践プログラムのねらい・内容および
園児の到達目標は、幼稚園教育要領に記載され
た食育の推進で指導する内容を網羅して設定し
た。
幼稚園教諭における園児に対する食育実践の

評価結果から、園児が食育の内容に興味・関心
を持ち積極的に参加したことがわかり、ねらい
と到達目標は概ね達成したことが伺えた。ま
た、我々が食育の指導媒体を作成するにあた
り、最も苦慮したのは各年齢児の発達段階に対
応した食育の内容になっているかという点で
あったが、３歳児、４歳児、５歳児のすべての
クラスにおいて「適している」との評価が得ら
れたため、食育の内容は発達段階に見合った内
容であることがわかった。また、保護者への資
料提供についても、その内容は適切であること
がわかったが、園児に食育した内容を家庭でも

図３ 学生自由記述（難しかった点）共起ネットワーク
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繰り返し実践できるような資料作りについては
今後改善と工夫が望まれる。
学生自身の食育実践力の自己評価結果から、

学生に修得してほしい資質・能力を踏まえた到
達目標を概ね達成し、幼児期の各年齢の成長・
発達に応じた食事と食習慣の形成に関する基礎
的な内容の理解、食に関する内容を園児にわか
りやすく伝える力、園児に対する主体的な食育
実践力について、以前と比較して向上したこと
が示唆された。良かった点では、実際に子ども
に対して食育実践ができること、園児に食育で
関わること、園児に触れ合う良い機会であった
こと、自分自身が学び直す良い機会になった、
園児に対する話し方、言葉遣い、言葉選びにつ
いて学ぶことができたことがあげられ、活動全
体としては「楽しかった」というコメントが多
かった。一方で、難しかった点としてあげられ
たのが、子どもに説明するときの接し方や言葉
選び、各年齢に合わせた説明の難しさであっ
た。この内容は良かった点でもあげられていた
ため、学べて良かったが同時に難しさも感じた
ようである。授業を通して、食育実践の内容を
計画して指導媒体を作成し、発表練習を何度も
繰り返して実践したが、その際に子どもに対す
る接し方や言葉の選び方、各年齢に合わせた説
明の仕方について学習する時間が設けられてい
なかった。この点については、授業を担当する
管理栄養士教員だけでなく保育の専門家を交え
た学習を取り入れる必要性を実感した。
以上、本食育実践プログラムを実施すること

により、園児が食べものへの興味・関心を持
ち、幼稚園における食育を家庭につなぎ食育を
支援することができた。さらに学生たちが主体
的に楽しく食育実践に取り組み、食育実践力が
向上する等、学びの利点が多いことがわかっ
た。今回の調査で得られた結果と課題を参考に
して、食育実践プログラムの内容改善に努め、
園児の食育、家庭との連携、学生の食育実践力
の向上を目指した食育活動を実践することで、
食育実践力の高い栄養士養成を目指していきた
い。
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